
KasugaCity.Fukuoka

議会運営委員会

委員定数 ７人

各会派の代表で構成

委 員 長 中原 智昭（翔春会）
副委員長 西村 澄子（春令会）
委 員 野口 明美（公明党）

北田 織 （令桜会）
米丸 貴浩 (創政会）
岩渕 穣 (春陽会）
原 克巳 (公明党）
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① 所管の事務調査

議 会 改 革

② 議会BCP（議会の災害対応）

③ 議会のICT化

④ 主権者教育



KasugaCity.Fukuoka

① 所管の事務調査

議 会 改 革

市民が求める議会の役割の変化
⇩
委員会に与えられた権限最大限に生かす
⇩
監視・監査機能から政策提言へ
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議 会 改 革

災害時における議会対応の必要性
⇩
議会対応マニュアルの見える化
⇩
新型コロナウイルスの蔓延による議会対応
⇩
対策マニュアルの作成を目指す

② 議会BCP（議会の災害対応）
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議 会 改 革

経費削減のためのペーパーレス
⇩
タブレット導入検討
⇩
コロナ対応による連絡体制の強化と、
リモート会議等の必要性
⇩
タブレット導入・議会の情報共有活かす

③議会のICT化
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議 会 改 革

春日高校とインターンシップ
・５年前より、職業・職場体験を依頼
⇩
春日東中学校シティズンシップ教育
・市民としての役割を果たす教育を目指
すため本年より実施
・11月11日（木）中学生との討論会

④主権者教育
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総務文教委員会
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所管事務調査のテーマ

教育環境の
さらなる充実について

すべての子ども達の可能性を引き出すためにGIGA
スクール構想よる１人１台端末、校内ネットワーク
の拡充が進むなか、学校施設の在り方を含め未来志
向で考える必要があると捉えて、本市の一人ひとり
の子どもたちにとって個別最適な学びと協働的な学
びとの一体化のための教育環境のさらなる充実につ
いて調査研究することを目的とする。
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新しい時代の学びの姿

社会情勢の変化

令和の日本型学校
教育の姿

「令和の日本型
学校教育」の構
築に向けた改革
の方向性

社会の在り方が劇的に変わる「Society5.0時代」の
到来

新型コロナウイルスの感染拡大など先行き不透明
な「予測困難な時代」

学校のICT環境が整備され、１人１台端末環境の
もと、全ての子供たちの可能性を引き出す
個別最適な学びと協働的な学びを実現

新学習指導要領の実施

9年間を見通した義務教育の在り方

GIGAスクール構想・ICTの活用

CS（地域社会や関係機関等との連携・協働）

少人数による指導体制の整備

ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の構築
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学校施設の課題

学校施設という
実空間の価値を
捉え直す

ポストコロナ時代における
学校施設の役割

学びのスタイルの変容への対応

学校施設におけ
る現状と課題

機能面等
安全面等
マネジメント等
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新しい時代の学びを実現する
教育環境のさらなる充実の必要性

子どもたちにとって個別最適な学びと協働的な学びとの一体化

学び

これからの新しい時代の学び舎として目指していく姿
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＜委員会の構成＞

市民厚生委員長
内野明浩
市民厚生副委員長
船久保信昭

委員
北田織
米丸貴浩
原克巳
飯田浩昭
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テーマ：

「障がい者福祉の現状と
支援について」

（閉会中の所管事務調査）
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テーマを設定した背景と理由

春日市では

「第6期春日市障がい福祉計画
及び第2期春日市障がい児福祉
計画」を策定！

計画期間：令和3年度～5年度
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「地域共生社会を目指す」

健常者 障がいの有る無し
に関わらず

障がい者 支え合う
社会
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地域共生社会の実現のために

① 障がい者の防災対策

◆個別避難計画

◆福祉避難所

➁ 心のバリアフリー推進

◆障がい者への偏見が無い社会
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＜今後の主な活動展開＞

〇各関係団体（障がい者団体等）
との広聴会開催

〇先進事例の自治体調査（視察）

〇委員間討議による課題抽出
↓

政策提言
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地域建設委員会

委員長 岩渕 穣 委員 金堂 清之 中原 智昭
副委員長 白水 祥太郎 野口 明美 吉居 恭子

吉居委員

中原委員

白水副委員長 岩渕委員長

金堂委員

野口委員
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所管事務調査テーマ

『人と地域がつながり、
良好な住環境の中で安心
して暮らせるまちづくり

について』
調査項目 ・自治会活動支援事業

・コミュニティバス事業
・西鉄春日原駅周辺整備事業

☆地域生活部（ソフト面）1項目 都市整備部（ハード面）２項目
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テーマを設定した背景と理由

〇 自治会活動支援事業
・協働のまちづくりの重要なパートナー
・今後期待される役割が多い

〇 コミュニティバス事業
・現在のコンセプトが高齢化の進展に対応できるか

〇 西鉄春日原駅周辺整備事業
・春日市の新しい玄関口としてふさわしい整備とは

『市民に負託された委員会の使命と役割を果たします！』


